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国の雇用促進と経済的社会的結束のための欧州社会基金（ESF: European Social Fund）２と農村開発欧
州農業基金（EAFRD: European Agricultural Fund for Rural Development）が設立され，1962年の共通
農業政策（CAP: Common Agricultural Policy）とともに欧州農業保障・指導基金（EAGGF: European 
Agricultural Guidance and Guarantee Fund ［2007年からEAGF: European Agricultural Guarantee Fund］）が
設立されたが，これらは地域間格差の解消や低開発地域の支援を目的とした地域政策の手段ではな
かった。また，1968年には地域政策総局（Direction générale de la politique régionale: Directorate-General 
for Regional Policy）が設置されたが，地域間格差の解消を目的とした地域政策が実際に展開されるの
は，1973年のデンマーク，アイルランド，連合王国（UK）がEECに加盟した後の1975年に地域政策
を財政的に支援するための欧州地域開発基金（ERDF: European Regional Development Fund）が設立さ
れてからのことであった。ただし，この時点におけるERDFは他の基金（ESF, EAGGF等）と同様に加
盟各国が策定・実施しているプロジェクトに資金を交付する，いわばEU予算の「再分配」政策（cf., 
１　ローマ条約に見られる地域政策の展開は，1964年のLes Documents de Communauté Européenne Vol. 34, La politique 
régionale dans le Marché Communが将来の欧州経済共同体（EEC）内の地域問題の解決と地域間格差の解消の必要を訴え
ていたことに由来すると言われている（EU, Regional PolicyのInfoRegioのウェッブサイト掲載の‘History of the European 








ドイツ Gemeinden（13,854） Kreise（323） Länder（16）
フランス Communes（36,565） Départements（96） Régions（22）
ＵＫ ５類型の基礎自治体 Counties（34）＋GLA Regions, Scottland, Walles, N-Irland
イタリア Comuni（8,100） Provincie（103） Regioni（20）
スペイン Municipios（8,106） Provincias（50） Comunidades autonomas（17）
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予算期間 1989⊖1993 1994⊖1999 2000⊖2006 2007⊖2013
基金総額（億ユーロ） 690 1,530 2,130 3,470
構造基金
目標１ 438 940 1,492 2,828







共同体イニシアチブ 53 140 115
新加盟国支援 − − 220*
技術支援他 8.3 67.03 57 6
結束基金 − 150 254 696**
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５　NUTS（Nomenclature d’unités territoriales statistiques⊘Nomenclature of Units for Territorial Statistics）はEUの地域統計単位

















































































































































11　‘Conclusion de la Présidence, Conseil Européen de Lisbonne, 23 et 24 mars 2000’（http:⊘⊘www.europarl.europa.eu⊘summits⊘
lis1_fr.htm−2015年11月20日現在）による。
12　‘Conseil européen de Göteborg’, Bulltin UE 6⊖2001.
－8－
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11　‘Conclusion de la Présidence, Conseil Européen de Lisbonne, 23 et 24 mars 2000’（http:⊘⊘www.europarl.europa.eu⊘summits⊘
lis1_fr.htm−2015年11月20日現在）による。













均の23％でしかなかった（Panorama, ibid., p. 22）。
　以上の理由から第４期の結束政策には大きな変更が加えられた（Regulation （EC） No. 1080⊘2006〜
1085⊘2006; cf., 若森 2007）。すなわち，欧州地域開発基金（ERDF）に関する新しいレギュレーション













2006），結束基金に関するもの（Regulation（EC） No. 1082⊘2006），一般的諸規則（Regulation（EC） No. 1083⊘2006），お
よび越境地域間協力の新しい担い手としてのEGTC（European Grouping of Territorial Cooperation：欧州地域間協力団体
――後述）の制度化に関するレギュレーション（Regulation（EC） No. 1085⊘2006）がある（以上はOfficial Journal of the 
European Union, L210, 31 juillet 2006で公表）。ただし，プログラムの実施規則は2006年12月に修正され，以後はこの修
正レギュレーション（Regulation（EC） No. 1828⊘2006）に従ってプログラムが実施されている。
1₅　Phasing-out地域は，ベルギーのHainaut，ドイツのBrandenburg-Sudwest, Luneburg, Leipzig, Halle，ギリシャのKentriki 
Makedonia, Dytiki Makedonia, Attiki，スペインのPrincipado de Asturias, Regiõn de Murcia, Ciudad Autónoma de Ceuta, Ciudad 
Autónoma de Melilla，イタリアのBasilicata，オーストリアのBurgenland，ポルトガルのAlgarve，およびUKのHighlands 




　目標３ 「欧州地域間協力」：旧Interregプログラムであり，NUTS ₃地域の越境地域間協力（CBC: 






















（InfoRegio, La politique de cohésion 2007−2013, Commentaires et textes officiels, 2007）。「収斂」予算が全
基金の81.5％を占めることから当然であるとはいえ，第４期の構造基金・結束基金の最大の受益国は
中東欧諸国（旧東ドイツを含む）とPIGS諸国（ポルトガル，イタリア，ギリシャ，スペイン）であった。
16　Phasing-in地域はアイルランドのBorder, Midland and Western，ギリシャのSterea Ellada, Notio Aigaio，スペインの
Castilla y León, Comunidad Valenciana, Canarias，イタリアのSardegna, キプロス全土，ハンガリーのKözép-Magyarország，
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1988⊖1993年 1994⊖1999年 2000⊖2006年 2007⊖2013年 2014⊖2020年
共同体イニシアチヴ EU結束政策
INTERREG I INTERREG II INTERREG III 目標３（ETC） 目標２（ETC）
CBC
1988⊖89 パイロットP





TNC INTERREG II C INTERREG III B INTERREG IV B INTERREG V B
IRC
域内地域間協力
INTERREG III C INTERREG IV C INTERREG V C
“Exchange of Experience”・PACTE（1989⊖95）















































































































Spatial Developement Perspective——cf., European Commission, 1999）に従った広域の地域計画（Spatial 
planning）と水資源管理を目的としたTNCである Interreg IICが追加された。これは洪水対策プログラ
ム（IRMA［Interreg Rhine Meuse Activities］とフランス・イタリア間協力の２プログラム），干ばつ対
策プログラム（ポルトガル，スペイン，イタリア，ギリシャの４プログラム），およびERDF10条パイロッ
ト・プログラム（62プロジェクト）から成っている（全259プロジェクトに２億3,000万ユーロ）。こ







1₉　PHARE（Poland and Hungary : Assistance for Restructuring of Economy）は，前述のように，1989年にポーランドとハン
ガリーの経済改革支援のためのプログラムで，後には援助対象国が13カ国（チェコ，エストニア，ハンガリー，ラトビ
ア，リトアニア，ポーランド，スロバキア，スロベニア，ブルガリア，ルーマニア，アルバニア，マケドニア，ボスニ









































































































































































































他 2007）。Interreg IIIBは諸国横断的地域間協力（TNC）であるが，これはInterreg IICにおいて開始さ
れた複数国に跨がるマクロリージョンにおける地域間協力であり，プログラムには少なくとも３カ
国の政府，地域圏・地方自治体，準公的アクターや民間アクターが参加する協力プログラムである。
Interreg IIICは大域間の協力事業（IRC: Inter-regional cooperation）であり，Interreg I・II期のPACTE，
RECIT，ECOS-Couvertureを廃止して，新たにEUを東西南北の４大地域に分割し，この大地域間での
地域開発に関する情報交換を行い，それぞれの地域の経験を共有して地域開発や結束政策に貢献しよ
20　若森他（2007）はInterreg IIAの事後評価報告書（LRDP 2003）およびInterreg IIIAの中間評価報告書（OGM 2003）に
依拠して主要なプログラムにおけるプロジェクトの実態とガバナンス問題を検討している。詳しくは同書の各章を参照
されたい。





























他 2007）。Interreg IIIBは諸国横断的地域間協力（TNC）であるが，これはInterreg IICにおいて開始さ
れた複数国に跨がるマクロリージョンにおける地域間協力であり，プログラムには少なくとも３カ
国の政府，地域圏・地方自治体，準公的アクターや民間アクターが参加する協力プログラムである。
Interreg IIICは大域間の協力事業（IRC: Inter-regional cooperation）であり，Interreg I・II期のPACTE，
RECIT，ECOS-Couvertureを廃止して，新たにEUを東西南北の４大地域に分割し，この大地域間での
地域開発に関する情報交換を行い，それぞれの地域の経験を共有して地域開発や結束政策に貢献しよ
20　若森他（2007）はInterreg IIAの事後評価報告書（LRDP 2003）およびInterreg IIIAの中間評価報告書（OGM 2003）に
依拠して主要なプログラムにおけるプロジェクトの実態とガバナンス問題を検討している。詳しくは同書の各章を参照
されたい。










基金はERDF，EAGGF，ESF，FIFG（Financial Instrument for Fisheries Guidance）であり，より統合さ
れたアプローチによって作成すること，⑤域外国境地域では将来のEU拡大を考慮してInterreg IIIと他
















































































































































































































































































































































































































































































































































　2010年にはリスボン戦略に代わる「欧州2020」戦略（Europe 2020: Une stratégie pour une croissance 
intelligente, durable et inclusive, COM （2010） 2020）が打ち出され₃0，2010年11月の結束政策に関する報
告書（COM （2010） 642 ﬁnal），2011年６月に示された「欧州2020」戦略のための予算案（COM （2011） 
500 ﬁnal）等に示されているように，2014年以降の結束政策はこの新しい欧州2020戦略に従って推進
されることになった（Politique de cohésion 2011）₃1。
　欧州2020戦略そのものは「知的な成長（smart growth, croissance intelligente）」（知識とイノベーショ
ンに依拠した成長を促進），「持続可能な成長（sustainable growth, croissance soutenable）」（資源利用に
おいてより効率的で，よりグリーンでより競争力のある経済を発展させる），「社会的包摂を進める成










的傾向の戦略となり，「社会的ヨーロッパ」に示される社会政策が後退したという指摘がある（Prochet 2010a; Prochet 
2010b; Barbier 2011）。
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戦略の示す成長モデルの具体化を支えるものである，と述べている（COM （2010） 642 ﬁnal）。また，
2011年６月に示された欧州2020戦略のための予算案も，「結束政策を欧州2020戦略により体系的に結
びつける」ことを要請し，2011年時点では結束政策の2014⊖2020年期予算案として3,760億ユーロを配







である（Politique de cohésion 2011）。ただし，経済危機の影響で予算が縮小され，最終的には表８に
示されるように，輸送・エネルギ ・ーICT分野の予算が廃止され，また欧州地域間協力予算も89億ユー






Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
3,360 3,390 3,420 3,251 3,251 3,502
目標１ 成長と雇用への投資 3,243 3,271 3,271 3,132 3,132 3,368
３カテゴリー地域 2,548 2,554 2,554 2,454 2,454 2,719
後進地域 1,627 1,636 1,635 1,643 1,643 1,822
移行地域 390 365 365 321 317 354
発展地域 531 554 554 491 495 543
結束基金 687 707 707 664 664 634
超周辺地域・過疎地域支援 ₉ ₉ ₉ 14 14 16
目標２ 欧州地域間協力 117 119 119 89 89 102
若者の雇用促進 − − 30 30 30 32
都市革新行動 − − − − − 4















注 ）CPF（2013）のCPFは構造基金・結束基金の共通規定Common Provision Frameworkであり， Regulation （EU）No. 1303⊘
2013による。I〜VはEU27ヵ国，VIは2014年のクロアチアの加盟によるEU28ヵ国の予算になっている。VIのデータの出
所InfoRegio（2015）はInfoRegioのウェブサイト（http:⊘⊘ec.europa.eu⊘regional_policy⊘en⊘funding⊘available-budget⊘）にアッ
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プされているエクセルファイルTotal allocations of Cohesion Poicy 2014⊖2020による（2015年９月15日に閲覧）。
EUの地域政策と地域間協力の進化 147
ロへと若干減額された。そして，経済危機の影響の強い目標１の後進地域への配分が増額されると
ともに，都市開発および若者の雇用促進を目的とした新たな予算が計上された（Regulation （UE） No. 













るためにとして，以下のように構造基金改革の見直しを行なうと述べている（Politique de cohésion 








Agricultural Fund for Rural Developement）および欧州海洋漁業基金（EMFF: European Maritime and 





2020：成長と雇用に投資する」（Politique de cohésion 2011a）において説明されている変更提案の主な
内容である。
₃₅　原文は，「右手が何を行っているのかを左手が知っているようにするアプローチ」を採用する（an approch that ensures 
















































































































（2011） 611 ﬁnal）。なお，欧州近隣政策基金（欧州近隣・パートナーシップ政策（ENPI: European 
Neighborhood and Partnership Instrument）₃7および加入前支援も欧州地域間協力に関するレギュレーショ
ンに含まれる。
⑺　欧州地域間協力団体（EGTC）





（2011） 611 ﬁnal（目標２「欧州地域間協力」のレギュレーション），COM （2011） 614 ﬁnal（ERDFのレギュ





　「結束政策2014⊖2020：成長と雇用に投資する」（Politique de cohésion 2011a）において注目すべき
は，全基金に共通する一般原則と各基金の原則に関する方針を説明しているだけでなく，目標２「欧
州地域間協力」とEGTCについて別途説明していることである。次期「欧州地域間協力」については
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（2011） 611 ﬁnal（目標２「欧州地域間協力」のレギュレーション），COM （2011） 614 ﬁnal（ERDFのレギュ





　「結束政策2014⊖2020：成長と雇用に投資する」（Politique de cohésion 2011a）において注目すべき
は，全基金に共通する一般原則と各基金の原則に関する方針を説明しているだけでなく，目標２「欧
州地域間協力」とEGTCについて別途説明していることである。次期「欧州地域間協力」については





























































































































































































42　EGCTはCOM （2004）496 finalの英語版ではEGCC（European grouping of cross-border cooperation （EGCC）であり，フ
ランス語版はGETC（Groupement européan de coopération transfrontalière）であった。その後，英語表記もフランス語表
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44　構造基金（ERDF，ESF，結束基金）の支援するCBCプログラムはNUTS ₃地域を対象としているが（Regulation （EC） 
1083⊘2006，第７条パラグラフ１），Interreg IVAグレートリージョン・プログラムの対象地域はNUTS 2地域になること










データ ）COM （2011） 462 final, MOT Web site, INTERACT （2013）, 
CESCI（Central Europena Service for Cross-border Initiatives）, 
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4₅　以上は主に欧州委員会地域政策総局EGCT 部局長のプレゼンテーション，Mohamad Hazzi, ‘Le GECT INTERREG 
“Programme Grand Région”’, Presentation（ppt.） at the Annual Meeting 2011 of Regional Policy Cross-Border Cooperation, 25 
October 2011による。なお，Interreg IVA Grande Régionの実施プログラムも参照した。
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46　以上の説明はHospital de la Cerdanya のWeb site（http:⊘⊘www.hcerdanya.eu⊘fr⊘）による。
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Evolution of the EU’s Regional Policy
and European Regional Cooperation
Koichi Shimizu
Abstract
　The regional policy of the EU, launched in 1989 as the cohesion policy, aims at narrowing economic 
disparities amongst its member states, and the accession to the EU of underdeveloped countries in the Central 
and Eastern Europe has increased the importance of this policy. The regional policy, however, cannot be reduced 
to the correction of disparities, because it is oriented by the EU’s fundamental policy for each policy period: 
the Single European Act on the ﬁrst cohesion policy for the period 1989⊖1993; the Treaty of Maastricht on the 
second for 1994⊖1999; the Agenda 2000, the Lisbon Strategy and the Göteborg Strategy on the third for 2000⊖
2006 and on the fourth for 2007⊖2013; the Europe 2020 Strategy on the ﬁfth cohesion policy for 2014⊖2020. In 
fact, these fundamental policies also expect social policy （employment, social inclusion, etc.）, industrial policy 
（innovation, competitive edges of the SME, etc.）, etc.. In addition, and from 2007, the regional cooperation 
constitutes one of the objectives of the cohesion policy. The regional cooperation itself was inaugurated as 
one of the Communities Initiatives in 1989, bedside the cohesion policy, to develop cooperation between 
public institutions as well as citizens in the cross-border regions. In 2006, the European Commission also has 
institutionalized the European Grouping for Territorial Cooperation （GETC） having a corporate status, which, 
as a regional leader, plans and promotes regional development projects. So, this paper explains the evolution 
of the EU’s cohesion policy and European regional cooperation, including the EGTC, from 1989 to 2013, and 
discussions made in the EU about the new regional policy for the period 2014⊖2020, base on the EU’s ofﬁcial 
documents and our interviews to the management authority of the Interreg IV France-Wallon-Flanderen and the 
‘Eurometropole Agency’ of the GETC Lille-Kortrijk-Tournai.  
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